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＜連絡事項＞

· 広報委員会より「立冬・冬にはいる」の俳句を本日中に提出すること。担当：中野渡・川井

· 経過連絡票を提出していない方は本日中に提出すること。

· 本日15：30から食事提供サービス委員会が開催される。

· 実地指導に向けてカルテチェックをすること。実施指導プレが11/28 29 30のいずれか１日行う予定。

＜外来情報＞

・横町　浩様～　「デイケアでの運動は激しいが、ついていっている」と話される。相変わらず、「オ

ェッとなる。クラッとするけどしゃがむと良くなる。父が仕事をするように言う。仕事をすると車をくれるかも」と話されている。

・田澤　勝敏様～　青山荘退所まで期間があるが、陸奥の病院への紹介状を希望されている。

・田名部　一樹様～眠くて朝起きれないと話されている。

・関　秀治様～　　尿漏れについては水分制限で良くなったと話される。右足親指は皮膚科受診した

ことを報告されている。

・伊藤　雄一様～　マイペースで過ごしているとのこと。週に1回程度うみねこ幸房を体験されていることを報告されている。

・村田　昭一様～　「血圧はまあまあだ」と話されている。

・大久保　律子様～採血、尿検査を行っている。目が上がる回数が多くなったとの事で、リスパダー

ルからルーランへ変えたいと要望あり、変更している。11/23は祝日の為、3週間分の処方となっている。

・上川原　豊様～　体温36.1℃あり、寒気、鼻水の症状あり。PL5日分処方となっている。

・関口　禅様～　　「眠れない」と話され、中途覚醒、入眠困難があるとのこと。「毎日のデイケア

通所は疲れる」と話されるが、ケア会議で決まった内容であることを伝えている。主治医より本人の体調を考慮し、ケア会議にて通所日の再検討を行ったほうがいいのではないか、とアドバイスあった為、関係機関へ情報提供を行っている。

＜利用者様情報＞
· 種市　久子様～　11月12日次回通所日となっているが、本人より「娘を病院へ連れて行ってから

デイケアへ行く」との連絡あり。
· 北村　奈美様～　「鈴木恵美子さんが、私が何回も言わないと覚えれないと言う。スタッフより鈴

木恵美子さんに、そう言う事を言わないでほしいと先週スタッフに伝えましたが、もう言って頂けましたか」と確認あり。担当スタッフが不在な為、来週確認することとしている。

　　　　　　　　　　また、カラオケの曲がどのような種類があるのか見たいとのことで、次回通所日に歌詞カードを借りて本人へ見せること。

· 番沢　政勝様～　吐き気、鼻汁を訴えられバイタルサイン測定。体温36.3℃、血圧108/64mmHg、

脈拍72回/分となっている。風邪症状の観察を行っていく。

· 前野　義勝様～　昨日、外来受診時に受付で「風邪でデイケアを休むかもしれない」と話される。

ナイトスタッフへ連絡ない為、本人へ連絡すると「医事に休むことを伝えた」とのこと。スタッフよりナイトケア利用の有無を医事に曖昧なニュアンスで伝えていた事を説明。また、欠席する際は必ずデイケア・ナイトケアスタッフへ連絡するよう再度説明すると納得している。

· 我満　奈津紀様～現在、毎週金曜日15：00から掃除の確認の為、青明舎スタッフが訪問している

が、本人がエアロビクスへ参加したいとのことで曜日変更を青明舎スタッフへ相談し「木曜日になるかも」と報告されている。

・平　康子様～　　娘様との金銭のやり取りがあったとのことで、昨日世話人訪問時に本人と面談実施している。3日（土）に娘様がグループホームを訪問し、娘様が自宅に洗濯機を購入したことを伝え、小遣いをせがまれ3万円ほど渡したとのこと。3万円は少しずつ貯めていた貯金の中から渡したとのことで、本人からは「娘が幼い頃に何もしてあげられなかったから、今できることをしてあげたい。」との言葉が聞かれており、困惑した様子はない様子。
世話人より、今後金銭要求が頻回となることや、自分の生活に支障が出てくる場合はすぐにスタッフへ相談するよう伝えているとのこと。
· 古舘　ヨリ様～　訪問看護の情報により、食事を粗削りにして食べているとの事。スタッフより歯

の痛みを改善しないと食事摂取できないことを本人へ伝えている。本人より「お姉さんからお金をもらうのは気を使う。でも土日電話してみる」と話される為、土・日にお姉様へ連絡出来ない場合は、デイケアスタッフから連絡することを説明している。

＜事例検討＞

・佐藤　ミツコ様　　60歳　　統合失調症・精神遅滞

デイナイトケア利用　　　　6年4ヶ月　　　　出席率　　ほぼ100％

· 治療計画

· 対人関係のスキル向上のため、SST等のプログラムを活用していく。

・　出来たことに対しては振り返りを十分に行い、本人の自身へと繋げていく。

· 現在の状態　

· 9月、プログラム中に「今野さんが、自分の真似をするからプログラムやりたくない」と話され、別の部屋にて一人で塗り絵を行うことあり。

· プログラムは「出来ない」と話されるが、取り掛かればきちんと出来ている。

· 自分から挨拶すること出来ており、自分の挨拶に相手が気付かないとその人を呼び話し掛けている。

· SSTでの反応は少ないが、質問事項には自分なりの言葉で答えることが出来ている。

· 今後について

・　出来たことは評価し、具体的に本人へ伝える。

・　いいところを伸ばしていけるような声掛けをする。










